
 

 

２０１５年６月８日 

三菱ＵＦＪニコス株式会社 

 

 

 

三菱ＵＦＪニコス、訪日外国人向け“外貨建てカード決済サービス”で 

対応通貨を１９通貨に拡大！ 

～これまでの１０通貨に９通貨を追加、５月１９日に取り扱い開始～ 

 

三菱ＵＦＪニコスは５月１９日に、訪日外国人対象の外貨建てによるカード決済サービス「ＤＣＣ（ダイナミ

ック・カレンシー・コンバージョン）決済サービス」の対応通貨を(１０通貨から)１９通貨に増やしました。 

 

「ＤＣＣ決済サービス」は、日本国内における海外発行カード（ＶｉｓａとＭａｓｔｅｒＣａｒｄ®）での支払いで外貨

建てを可能とし、訪日外国人にとって為替変動の心配なく利用時点の自国通貨の為替レートで支払金額を

確定できるものです。当社は、同決済分野で豊富な経験を有する FEXCO Merchant Services（フェクスコ・

マーチャント・サービス、本社：アイルランド）と提携し、同社の外貨決済システムとネットワークを活用して、

平成２５年１０月から同サービスを提供しているものです。 

 

今般、著しく増加する訪日外国人の一層の利便性向上を目的に、これまでの１０通貨（米ドル、韓国ウォ

ン、豪ドル、台湾ドル、ユーロ等）に、９通貨（マレーシア・リンギット、ベトナム・ドン、ロシア・ルーブル、スイ

ス・フラン、インド・ルピー等）を追加したものです。 

 

なお、同サービスの利用可能な店舗は、当社運用のクラウド型マルチ決済システム「Ｊ‐Ｍｕｐｓ（ジェイマ

ップス）」の導入加盟店であり、同システムに「ＤＣＣ決済サービス」の機能（アプリケーション）を搭載する仕

組みとなっています。また、既に「ＤＣＣ決済サービス」を導入している加盟店は、機器の入れ替えや更新手

続きなどの手間なく、１９通貨が取り扱えるようになります。 

 

当社は今後も、訪日外国人向けの「安全・安心・快適」な決済環境の整備にも注力していきます。 

 

 

＜サービス概要＞ 

１． 対象取引： 海外発行のＶｉｓａ、ＭａｓｔｅｒＣａｒｄ®カード会員によるカード決済 

２． 対応通貨： １９通貨 

現行： 米ドル、韓国ウォン、豪ドル、台湾ドル、ユーロ、香港ドル、シンガポール・ドル、 

             英ポンド、タイ・バーツ、カナダ・ドル 

            追加： マレーシア・リンギット、ベトナム・ドン、ロシア・ルーブル、スイス・フラン、 

                 インド・ルピー、フィリピン・ペソ、インドネシア・ルピア、スウェーデン・クローナ、 

                 ＵＡＥ・ディルハム 

以上 

 

 



 

＜参考資料＞ 

■対応通貨一覧 

 

 

■ご利用イメージ 

 

 

 

以上  

Ｎｏ 略称 通貨名（日） Ｎｏ 略称 通貨名（日）

１ ＵＳＤ 　米ドル １１ ＭＹＲ 　マレーシア・リンギット

２ ＫＲＷ 　韓国ウォン １２ ＶＮＤ 　ベトナム・ドン

３ ＡＵＤ 　豪ドル １３ ＲＵＢ 　ロシア・ルーブル

４ ＴＷＤ 　台湾ドル １４ ＣＨＦ 　スイス・フラン

５ ＥＵＲ 　ユーロ １５ ＩＮＲ 　インド・ルピー

６ ＨＫＤ 　香港ドル １６ ＰＨＰ 　フィリピン・ペソ

７ ＳＧＤ 　シンガポール・ドル １７ ＩＤＲ 　インドネシア・ルピア

８ ＧＢＰ 　英ポンド １８ ＳＥＫ 　スウェーデン・クローナ

９ ＣＡＤ 　カナダ・ドル １９ ＡＥＤ 　UAE・ディルハム

１０ ＴＨＢ 　タイ・バーツ

現行 平成２７年５月１９日以降追加


